
 日本英語教育史学会 第 303回 研究例会 

 

日 時：2025 年 7 月 19 日（土） 14:00～17:00 

オンライン開催：申込方法については、学会ウェブサイト（http://hiset.jp/）内の「オンラインによる研 

究例会 参加方法」をご参照下さい。 

参加費：無料 

 
〇 研究発表 

中学校英語教科書に見られるジェンダーの表され方 

発表者：吉村和也（御所市立葛中学校） 

 

【概要】 本研究は日本英語教育史学会 2023 年 11 月 28 日に実施された研究例会発表の続編であ

る。本研究の目的は 1947 年～2020 年に発行された中学校英語検定教科書におけるジェン

ダーの扱われ方の変遷を明らかにすることである。教科書には「隠れたカリキュラム」とし

て生徒にステレオタイプを植え付けてしまう可能性が潜んでいる。その危険性を指摘し教

科書を分析した研究も存在するが，特定の年代の教科書に限られている点や継続的に分析

がされていない。そこで，本研究では 1947 年より発行され，採択率上位 3 社の教科書を対

象とし，特に写真・挿絵に登場している男女の比率や登場人物の性差に起因する扱われ方

を検証していく。 

 
〇 企画：『英語教育史事典』をどう編むか 

提案者：江利川春雄（和歌山大学名誉教授） 

話題提供者：上野舞斗（四天王寺大学） 

惟任泰裕（大阪成蹊大学） 

孫工季也（金沢学院大学） 

 

 

【概要】 本学会の 50 周年に向けて、私たちは『英語教育史事典』の刊行を目標に掲げたいと考

えている。今回の発表では、その第一歩として編集方針や論点などの素案をお示しするこ

ととしたい。何のために事典を作るのか、何をどのように取り上げるのかといったことに

ついて、フロアを交えながら議論し、具体的な方向性を模索したい。 

 

 

 

 

問合せ：日本英語教育史学会 例会担当 reikai(at)hiset.jp (at)を @ に変えてください。 


